
令和４年度
学校の教育目標を踏まえた学力向上の重点目標 学力向上検討委員会構成

主体的・対話的に学び，たくましく生きる子どもの育成 学力向上推進員 委員 校長
江東 久美子 全職員

互いに認め合い，磨き合い，高め合う授業の工夫 三屋田 朗広

【各校の取組状況の把握について】
◎次の（１）～（３）をバランスよく取り組み，学力の向上を推進

校内研修，管理職による授業参観，教員間での情報交換等，様々な機会を捉え，取組状況の把握を行う。
（１）知識・技能の習得

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

○学習内容を概ね理解し，基礎・基本の力は ・ＩＣＴを効果的に活用しながら，基礎的・基本的 ・学習活動や板書等を写真で記録し，復習の際 ・基礎・基本の力は定着しつつあるが，学力の ・ＩＣＴ（ミライシード・学びポケット）を活用し ・学習内容が定着しにくい児童への基礎
身に付いてきている。約９０％の児童が，授業 な知識・技能を身に付け，それらを相互に関連 に活用したり，家庭と共有・連携したりする。 個人差が出ている。自分の苦手な単元を，ミラ ながらの個別学習の時間を十分確保する 学力定着を図る。
がよく分かると思っている。 づけて理解を深めたり，他の学習の場面で活 ・ミライシードや学びポケットを用いて漢字・計算 イシードで継続的に学習できるように指導して ことにより，基礎的・基本的な知識・技能 ・引き続き，ＩＣＴを効果的に活用しなが
●学力の二極化，長文を読み取り，条件に合 用したりすることができる。 のドリル学習を行う。 いく。 を約９０％の児童が身に付けることができ ら，基礎的・基本的な知識・技能を身に
うように知識等を関連付けることに課題があ ・作文や日記などでの既習漢字の使用を促し， ・１時間の学習過程を見取ることができるノート た。 付け，それらを相互に関連づけて理解を
る。 定着を図る。 となるよう指導する。 ・ 得た知識・技能を，相互に関連づけた 深めたり，他の学習の場面で活用したり

・一斉学習後の個別学習時間や調べ学習の時 り，他の学習の場面で活用する場面を設 することができるように指導を継続する。
間を十分確保する。 定したりすると，理解を深めることはでき
・学習内容と生活とを結びつけて考える場面を授 たが，自ら結びつけて活用するまでには
業の中で設定する。 至っていない。
・読解習熟プリントに取り組ませ，読解力を身に
付けさせる。

（２）思考力・判断力・表現力等の育成

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

○人の話をよく聞き，自分の考えを根拠や理 ・ＩＣＴを効果的に活用しながら，互いに学び合う ・思考ツール（ Metamoji ・ Teams など)を使用し， ・思考ツールやペア学習・グループ学習での話 ・学年の実態に応じて，ワークシートやシ ・ ＩＣＴを有効活用し，意見交流を取り入
由を意識して話そうとしている。 活動を通して，自分の考えを深め広げることが 思いや考えを表現・共有できる授業づくりを行う。 し合いを取り入れることによって，考えを話すこ ンキングツールを活用したり，ペア学習や れた授業を実施し，自分の考えを積極
●自分の考えを伝えることに自信がなかった できる。 ・全ての教育活動において，児童が自ら考えて とへの抵抗感はなくなってきた。自分の考えを グループ学習を積極的に行うことにより， 的に伝えることができるように指導する。
り，友達の意見を聞いて考えを深め広げたり 活動する場を設定する。 深め広げていくための話し合いをより活発にす 意見や考えを伝え合うことができた。 ・ 意見交流により，深まり広がった考え
することが苦手であったりする。 ・授業の中で，ペア学習やグループ学習など意 るため，話し合いの視点を明確にしたり，個々 ・思考ツールについては，十分に活用でき を，整理し，表現する児童を育てる。

見交換の場を１日１回は設定する。 で十分に考える時間を確保したりする。 ているとはいえない。 ・思考力が育つノートづくりを指導する。

（３）主体的に学習に取り組む態度の育成

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

○授業や家庭学習に真面目に取り組み，読 ・読書の楽しさや意義を実感し，進んで本を読 ・ポジティブな行動支援に全職員で取り組む。 ・振り返り活動により，１時間の成果を実感する ・全校読書や平行読書，ボランティアによ ・図書の購入を定期的に行い，魅力ある
書への関心も高まってきた。 むことができる。 ・学習のゴールが具体的にイメージできるような ことができていた。さらに，振り返りの視点をめ るお話会，親子読書などに取り組むことに 図書館づくりを進める。
●自分の学力や学習状況を客観的に捉える ・毎時間の振り返り活動において自己分析し， めあての提示を行う。 あてと照らし合わせて示し，それぞれの児童が より，進んで読書する児童が増えた。 ・図書の貸し出しや親子読書を継続し，
ことができつつあるが，課題克服に向けての 次時につながる課題意識をもったり，今後の学 ・振り返りの視点を示す。 次の目標を明確にすることができるようにす ・振り返り活動の時間を設けたが，次時に 家庭における読書の習慣を身につけさ
取組が十分できていない。 習方法の改善に生かしたりすることができる。 ・国語科物語教材の平行読書や親子読書，友達 る。 つながる課題意識をもったり，今後の学 せる。

読書，お薦めの図書の紹介などの取組を行う。 ・朝の読書活動が定着し，興味をもって読書を 習方法の改善に生かしたりすることが十 ・振り返りにより，自己分析していくことを
・「朝の読書」の時間を１５分設定し，読書時間を 行えるようになってきた。さらに，読書の楽しさ 分ではない。 定着させる。
確保する。 を実感できるように，児童同士の読み聞かせや

親子読書などの活動に取り組む。
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